
皆
さ
ん
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す！
！

皆
さ
ん
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す！
！

～
健

脚
で

つ
な

げ
郷

土
の

和
と

心
～

村
の
部
に
出
場
し
、
ピ
ン
ク
色
の「
4
0
」

と
書
か
れ
た
ゼ
ッ
ケ
ン
が
新
郷
村
で
す
。

選
手
の
熱
い
走
り
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
！

出
場

選
手

 ※
選

手
は

当
日

変
更

に
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す

選
　

手
　

団

日
時

：
９

月
３

日（
日

）
12

時
ス

タ
ー

ト
（

県
観

光
物

産
館

ア
ス

パ
ム

前
）

長
　
峯
　
　
　
魁

長
　
峯
　
　
　
源

福
　
山
　
一
　
煌

福
　
山
　
　
　
修

青
　
山
　
桃
　
果

横
　
道
　
万
　
葉

湯
　
沢
　
紗
也
加

永
　
野
　
海
　
幸

長
　
根
　
沙
　
良

村
　
上
　
雄
　
哉

日
　
向
　
洸
　
介

石
ケ
守
　
直
　
希

福
　
山
　
泰
　
誠

鹿
　
島
　
大
　
聖

戸
　
田
　
悠
　
仁

佐
　
藤
　
邑
　
磨

工
　
藤
　
咲
　
吾

横
　
沢
　
亮
　
太監
　

　
　

督

﨑
　
　
　
幸
　
吉

第
2
5
回

青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

９
月

サ
フ

ァ
イ

ア（
青

石
）

̶
 徳

望
・

誠
実

 ̶

男
　
1,
27
8人
（
＋
２
人
）

女
　
1,
33
2人
（
－
５
人
）

計
　
2,
61
0人
（
－
３
人
）

世
帯
数
95
1世
帯（
＋
１
世
帯
）

（
平
成
29
年
７
月
末
現
在
）

12
月

な
が
つ
き

Se
pt
em
be
r

長
 月

人
の

動
き

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
29
年

誕
生
石

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
祭
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０
１
７
年
９
月

行
　

　
事

　
　

等
日

曜

1 3 4 5 7 8 10 11 12 13 14 15 17 22 24 25 26 29

金 日 月 火 木 金 日 月 火 水 木 金 日 金 日 月 火 金

資
源

ご
み（

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

等
２

品
目

）収
集

日
３

歳
児

健
診

４
歳

児
健

診
粗

大
ご

み
収

集
受

付（
～

８
日

）
第

25
回

　
青

森
県

民
駅

伝
競

走
大

会
新

郷
温

泉
館

休
館

日
特

定
健

診
特

定
健

診（
～

８
日

）
資

源
ご

み（
缶

・
新

聞
等

５
品

目
）収

集
日

人
権

相
談

所（
相

談
室

 9
：

00
～

12
：

00
）

新
郷

村
フ

ァ
ン

感
謝

デ
ー

新
郷

温
泉

館
休

館
日

特
定

健
診

新
郷

村
敬

老
会

行
政

相
談（

相
談

室
 1

3：
00

～
15

：
00

）
障

が
い

者
出

張
相

談
（

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

 1
0：

00
～

12
：

00
）

母
と

子
の

栄
養

教
室

乳
幼

児
健

康
相

談
資

源
ご

み （
ビ

ン
・

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

等
２

品
目

）収
集

日
粗

大
ご

み
収

集
日

第
42

0回
　

子
ど

も
会

親
子

早
起

き
掃

除
燃

え
な

い
ご

み
収

集
日

第
52

回
　

新
郷

村
民

体
育

大
会

新
郷

温
泉

館
休

館
日

「
く

ら
し

」と
「

し
ご

と
」無

料
相

談
会

（
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
　

13
：

00
～

16
：

00
）

狂
犬

病
予

防
注

射
・

登
録

み
ん
な
で
支
え
る
国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

神
無

月

ありがとう！新郷村！
20年分の感謝をこめて

８月13日　新郷村成人祭（関連記事２ページ）
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AUGUST

長
　
峯
　
奨
　
真
く
ん

Ｈ
28
・
５
・
４
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
貴
弘

（
マ
マ
）
祥
恵

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
周
り
を
ha
pp
yに

し
て
く
れ
る
し
ょ
う
ま
。
お
姉
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
。

な
が

み
ね

ま
し
ょ
う

た
か
ひ
ろ

さ
き
え

8
広
報
　
　
　
　
　
　
H
29
．8
月
号



2広報　　　　　　H29．8月号

　「
第
49
回
新
郷
村
成
人
祭
」

が
８
月
13
日
、
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
今
年

度
成
人
を
迎
え
る
25
名
の
う

ち
18
名
が
出
席
し
、
20
歳
と

い
う
人
生
の
節
目
に
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
工
藤
舞
緒
さ

ん
が
村
民
憲
章
を
唱
和
。
橋

本
教
育
長
が
成
人
者
一
人
ひ

と
り
の
名
前
を
呼
ん
で
紹
介

し
ま
し
た
。
新
成
人
を
代
表

　
幼
い
頃
か
ら
体
を
動
か
す
の

が
好
き
で
、
ジ
ム
の
ト
レ
ー

ナ
ー
に
な
る
の
が
夢
で
し
た
。

無
事
就
職
も
決
ま
り
、
今
は

自
身
を
鍛
え
る
こ
と
と
知
識
を

身
に
付
け
る
こ
と
に
励
ん
で

い
ま
す
。
専
門
学
校
へ
入
れ
て

く
れ
た
親
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
！

　
札
幌
の
大
学
で
日
本
語
・
日

本
文
化
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。

実
家
を
離
れ
て
み
て
、
家
族
と

の
距
離
が
よ
り
縮
ま
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
勉
学
や
所
属

す
る
よ
さ
こ
い
サ
ー
ク
ル
で
会

計
や
渉
外
事
務
を
担
当
し
た
経

験
を
い
か
し
た
職
に
つ
く
の
が

目
標
で
す
。

し
て
、
村
上
静
紅
さ
ん
へ

村
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

小
笠
原
功
大
さ
ん
が「
成
人
を

迎
え
る
ま
で
支
え
て
く
れ

た
、
両
親
、
恩
師
、
地
域
の

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
社
会
人

と
し
て
自
覚
を
持
っ

て
生
き
て
い
く
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　
記
念
講
演
に
は
、

太
子
食
品
工
業
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社

長
の
工
藤
茂
雄
氏（
創

業
者
で
あ
る
祖
父
が

堂
ヶ
前
出
身
）を
招
き

講
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
保
育
園

か
ら
中
学
校
時
代
ま

で
の
写
真
を
納
め
た

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

「
は
た
ち
の
ア
ル
バ

ム
」
を
鑑
賞
し
、
思

い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。

新成人が大人への一歩を踏み出す第49回 新郷村成人祭

田中胤貴さん
かず き

佐藤佳純さん
か すみ

「目的を明確にし、人に好かれる人生を」
と講話で新成人を激励した工藤氏

はたちの誓いを述べる小笠原功大さん 村民憲章を唱和する工藤舞緒さん

ま

お

し
ず

く

こ
う

た
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７
月
20
日
、
日
本
赤
十
字
社

青
森
県
支
部
は
、
本
村
を
訪
れ
、

５
月
29
日
に
就
任
し
た
櫻
井
雅

洋
村
長
へ「
新
郷
村
分
区
長
委
嘱

状
」を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
近
藤
宏
事
務
局
長
か
ら
赤
十

字
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た
櫻

井
村
長
は「
歴
史
あ
る
赤
十
字
社

の
活
動
に
貢
献
し
た
い
」と
意
気

込
み
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
28
日
、
村
交
通
安
全
対
策

協
議
会
と
村
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
は
、
新
郷
診
療
所
前
で
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
啓
発
チ
ラ
シ
や
反
射
材

付
き
バ
ッ
グ
な
ど
を
手
渡
し
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
五
戸
警
察
署
や
交
通
指
導
隊
、

村
交
通
安
全
協
会
な
ど
か
ら
約
15

人
が
参
加
。「
思
い
や
り
の
あ
る

優
し
い
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
交
通
安
全
を
促
し
ま
し
た
。

　
新
郷
村
消
防
団
第
１
分
団

（
金
ヶ
沢
）の
屯
所
が
、
国
道
４

５
４
号
線
の
道
路
改
良
工
事
に

と
も
な
い
、
こ
の
た
び
移
転
・

新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
所
は
戸
来
字
金
ヶ
沢
尻
38

番
地
９
。
非
常
用
発
電
機
の
切

替
盤
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
第
１
分
団
は
、
中
田
豊
美
分

団
長
を
筆
頭
に
現
在
団
員
29

人
。
新
た
な
消
防
設
備
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
安
全

と
平
和
を
守
り
ま
す
。

　
７
月
29
日
、
村
が
運
営
す

る
学
習
塾「
新
郷
村
学
習
塾
」

の
開
塾
式
が
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
受
験
に
向
け
て
の
学

力
向
上
と
子
育
て
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
、
村
内
の
中

学
３
年
生
を
対
象
に
行
わ

れ
、
今
年
で
３
年
目
。
年
末

年
始
な
ど
を
除
く
毎
週
土
曜

日
に
開
か
れ
、
全
26
回
の
開

塾
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
数

学
と
英
語
の
強
化
を
図
り
、

１
科
目
90
分
の
指
導
を
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
数
学
の
指
導
は
、
元
野
沢

中
学
校
校
長
の
一
戸
宗
雄
さ

ん（
三
戸
町
在
住
）、
英
語
の
指

導
は
、
現
在
新
郷
中
学
校
で

非
常
勤
講
師
を
務
め
る
四
戸

麻
貴
さ
ん（
南
部
町
在
住
）が
そ

れ
ぞ
れ
担
当
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
村
内
の
中
学
３

年
生
13
人
全
員
が
受
講
を
希

望
し
、
生
徒
た
ち
は
苦
手
を
克

服
す
る
た
め
積
極
的
な
姿
勢
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

第
１
分
団
屯
所

移
転
・
新
築

し
ま
し
た

日
本
赤
十
字
社 

青
森
県
支
部

櫻
井
村
長
へ
新
郷
村
分
区
長
を
委
嘱

志
望
校
合
格
へ
向
け「
数
学
」

「
英
語
」の
苦
手
克
服
！

安
全
運
転
お
願
い
し
ま
す

　
　
街
頭
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦

総合福祉センター近くに移転しました

新
郷
村
学
習
塾
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○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

283

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

ボクの大好きなトマト♥
ジャガイモ、キュウリ、ナス
も大好きだよ！
夏野菜を大きな口でいっぱい食
べたいなー。

長根祐斗くん（さくら組）
ゆう となが ね

僕は食べ物列車を描きました！！
何でこれを描いたかというと、
僕の家には食べ物が、いっぱい
あるから列車に食べ物を乗せて
皆の所に配りたいからです　！
リンゴやレモンやキウイ等いろ
いろたくさんありますよ

鈴 木 八 雲くん（うめ組）
きすず や くも

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

花
活
け
て
白
皿
揃
え
夏
料
理

佐
　
藤
　
直
　
子

結
局
は
昔
な
が
ら
の
夏
料
理

鹿
　
島
　
惠
美
子

炭
赤
く
野
菜
山
盛
り
夏
料
理

長
　
峯
　
ユ
　
リ

夏
料
理
旧
友
と
語
る
箸
の
先

畑
　
山
　
敏
　
則

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
雲
中
の
嶽
志
す

佐
　
藤
　
章
　
一

小
豆
苗
揺
ら
し
て
カ
ラ
ス

と
び
立
て
り

鹿
　
島
　
と
　
わ

小
さ
な
畑
小
さ
な
ト
マ
ト
が

赤
く
な
り

小
　
坂
　
良
　
子

夏
料
理
そ
う
め
ん
流
し

木
陰
に
て

福
　
士
　
香
芽
子

阿
弥
陀
仏
唱
え
て
虫
つ
ぶ
す

似
非
信
者

工
　
藤
　
陽
　
一

海
辺
に
て
味
わ
う
昼
餉

夏
料
理

戸
　
来
　
れ
い
子

♪♪
♪

　
第
52
回
五
戸
地
方
畜
産
共
進
会

が
、
８
月
１
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
で
開
か
れ
、
五
戸
町
と

新
郷
村
の
生
産
者
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
肉
用
牛
27
頭
が
、
発
育
状

況
や
体
形
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
等
か
ら
選
ば
れ
る

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、

小
笠
原
強
さ
ん
の「
み
る
く
」号
が

選
ば
れ
、
７
月
４
日
に
同
会
場
で

開
か
れ
た
新
郷
村
畜
産
祭
に
続
い

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
優
等
牛
は
、
８
月
26
日
に
七
戸

町
の
県
家
畜
市
場
で
開
か
れ
る
県
肉

用
牛
共
進
会
に
出
品
さ
れ
、
新
郷

村
か
ら
は
５
頭
が
出
場
し
ま
す
。

　
８
月
８
日
、
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財

団（
渡
邉
一
利
理
事
長
）は
、
新
郷

村
を
訪
れ
、
５
月
31
日
に
行
わ
れ

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
７
に

お
い
て
、
参
加
自
治
体
の
中
で
最

も
高
い
参
加
率
に
輝
い
た
本
村
に

対
し
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
大
賞
」

と
、
属
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
別（
本
村

は
人
口
４
，９
９
９
人
以
下
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
１
）で
最
も
高
い
参
加
率
の

自
治
体
に
贈
ら
れ
る「
カ
テ
ゴ
リ
ー

別
優
秀
賞
」
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
本
村
は
、
２
０
１
２
年
か
ら
６

年
連
続
で
参
加
し
て
お
り
、
今
年

は
１
２
４
・
５
％
の
参
加
率
で
３
年

連
続
、
５
度
目
の
大
賞
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
渡
邉
理
事
長
は「
超
高
齢
化
社
会

の
中
、
こ
れ
か
ら
も
自
治
体
の
先

頭
に
立
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
習
慣
化

に
邁
進
し
て
ほ
し
い
」と
激
励
し
、

櫻
井
村
長
は「
悲
願
の
３
連
覇
を
達

成
で
き
た
こ
と
は
う
れ
し
い
。
ひ

と
え
に
住
民
の
努
力
と
近
隣
か
ら

応
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ
た
方
々

の
お
か
げ
。
５
月
の
最
終
水
曜
日

が
村
民
に
と
っ
て『
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
日
』と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を

願
う
」と
感
謝
と
今
後
の
展
望
を
語

り
ま
し
た
。

◆
各
部
門
の
優
等
牛
は
次
の
と
お

　
り
で
す
。

（
★
は
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）

第
１
部
　
ひ
か
り

谷
地
村
　
久
　
人
（
新
郷
村
）

★
第
２
部
　
み
る
く

小
笠
原
　
　
　
強
（
新
郷
村
）

第
３
部
　
は
な
た
だ

今
　
川
　
義
　
雄
（
五
戸
町
）

第
４
部
　
は
る
こ
２
の
１

滝
　
沢
　
昭
　
次
（
新
郷
村
）

母
系
群
　
お
は
な

才
　
神
　
敏
　
夫
（
新
郷
村
）

母
系
群
　
こ
と
の

才
　
神
　
敏
　
夫
（
新
郷
村
）

　
社
会
福
祉
法
人
福
田
会（
東
京

都
）が
運
営
す
る
児
童
養
護
施
設

「
広
尾
フ
レ
ン
ズ
」の
幼
稚
園
年
長

か
ら
高
校
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒

22
名
が
本
村
を
訪
れ
、
村
内
10
戸

の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま

し
た
。

　
本
村
で
は
、
平
成
25
年
か
ら
夏

季
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
し
て
施

設
の
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
今
年
で
５
回
目
。
滞
在
中

は
、
各
家
庭
で
野
菜
の
収
穫
体
験

を
行
っ
た
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

花
火
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
３
泊
４
日
の
行
程
で
、
３
日
目

は
八
戸
市
へ
移
動
し
八
戸
三
社
大

祭
に
参
加
後
、
新
郷
温
泉
館
に
宿

泊
。
翌
日
、
新
郷
村
で
過
ご
し
た

思
い
出
と
と
も
に
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

　
櫻
井
村
長
は
「
新
郷
村
を
訪
れ

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
故
郷

と
思
え
る
場
所
が
で
き
た
ら
う
れ

し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
８
日
、
新
郷
村
戦
没
者

追
悼
式
が
美
郷
館
で
行
わ
れ
、

遺
族
ら
約
70
人
が
先
の
大
戦
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
め
い
福

を
祈
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
、
櫻
井
村
長
は「
命

と
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
語
り

継
い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の

使
命
」と
述
べ
、
新
郷
村
遺
族

会
代
表
の
崩
光
雄
さ
ん
は「
今

日
の
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
、

英
霊
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
あ
る
。

戦
争
の
悲
惨
さ
を
絶
や
さ
ず
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
追
悼
の
言
葉
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
参
列
者
が
白
菊
を

献
花
し
、
金
ヶ
沢
コ
ー
ラ
ス
の

み
な
さ
ん
が
追
悼
合
唱
を
捧
げ

ま
し
た
。

ふ
く
で
ん

新
郷
村
の
家
族
と

　
　夏
の
ひ
と
と
き

児
童
・
生
徒
22
人
が

　
　
　
　ホ
ー
ム
ス
テ
イ

恒
久
平
和
の
社
会
を
め
ざ
し
て 

新
郷
村
戦
没
者
追
悼
式

　
新
郷
村
で
生
ま
れ
、
嫁
ぎ
、

戦
死
し
た
夫
の
叔
父
た
ち
の

犠
牲
の
上
に
あ
る
、
今
の

平
和
な
暮
ら
し
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
健
康
な
う
ち
は
、

遺
族
と
し
て
追
悼
式
な
ど
に

足
を
運
び
、
先
祖
の
御
霊
を

ま
つ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

杉林京子さん
（上栃棚）

　
５
歳
の
時
に
戦
争
で
父
を

亡
く
し
ま
し
た
。
覚
え
て
い

る
の
は
、
肩
車
を
し
て
く
れ

た
父
の
姿
。
一
人
息
子
を
失
っ

た
祖
父
母
が
、
不
自
由
な
い

よ
う
に
と
育
て
て
く
れ
ま
し

た
が
、
不
安
に
思
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
い
つ
か
、
父
が

亡
く
な
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

地
を
訪
れ
て
み
た
い
で
す
。

横沢きみさん
（横沢）

グランドチャンピオンの「みるく」号

小
笠
原  

強
さ
ん
の「
み
る
く
」号
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

第
52
回 

五
戸
地
方
畜
産
共
進
会
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し
ん
ご
う
保
育
園

283

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

ボクの大好きなトマト♥
ジャガイモ、キュウリ、ナス
も大好きだよ！
夏野菜を大きな口でいっぱい食
べたいなー。

長根祐斗くん（さくら組）
ゆう となが ね

僕は食べ物列車を描きました！！
何でこれを描いたかというと、
僕の家には食べ物が、いっぱい
あるから列車に食べ物を乗せて
皆の所に配りたいからです　！
リンゴやレモンやキウイ等いろ
いろたくさんありますよ

鈴 木 八 雲くん（うめ組）
きすず や くも

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

花
活
け
て
白
皿
揃
え
夏
料
理

佐
　
藤
　
直
　
子

結
局
は
昔
な
が
ら
の
夏
料
理

鹿
　
島
　
惠
美
子

炭
赤
く
野
菜
山
盛
り
夏
料
理

長
　
峯
　
ユ
　
リ

夏
料
理
旧
友
と
語
る
箸
の
先

畑
　
山
　
敏
　
則

ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
雲
中
の
嶽
志
す

佐
　
藤
　
章
　
一

小
豆
苗
揺
ら
し
て
カ
ラ
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と
び
立
て
り
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と
　
わ
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小
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ト
が

赤
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な
り
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子

夏
料
理
そ
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士
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芽
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阿
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陀
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唱
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者
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陽
　
一

海
辺
に
て
味
わ
う
昼
餉

夏
料
理

戸
　
来
　
れ
い
子

♪♪
♪

　
第
52
回
五
戸
地
方
畜
産
共
進
会

が
、
８
月
１
日
、
間
木
ノ
平
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
で
開
か
れ
、
五
戸
町
と

新
郷
村
の
生
産
者
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
肉
用
牛
27
頭
が
、
発
育
状

況
や
体
形
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
等
か
ら
選
ば
れ
る

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、

小
笠
原
強
さ
ん
の「
み
る
く
」号
が

選
ば
れ
、
７
月
４
日
に
同
会
場
で

開
か
れ
た
新
郷
村
畜
産
祭
に
続
い

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
優
等
牛
は
、
８
月
26
日
に
七
戸

町
の
県
家
畜
市
場
で
開
か
れ
る
県
肉

用
牛
共
進
会
に
出
品
さ
れ
、
新
郷

村
か
ら
は
５
頭
が
出
場
し
ま
す
。

　
８
月
８
日
、
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財

団（
渡
邉
一
利
理
事
長
）は
、
新
郷

村
を
訪
れ
、
５
月
31
日
に
行
わ
れ

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
７
に

お
い
て
、
参
加
自
治
体
の
中
で
最

も
高
い
参
加
率
に
輝
い
た
本
村
に

対
し
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
大
賞
」

と
、
属
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
別（
本
村

は
人
口
４
，９
９
９
人
以
下
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
１
）で
最
も
高
い
参
加
率
の

自
治
体
に
贈
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れ
る「
カ
テ
ゴ
リ
ー

別
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を
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し
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。
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０
１
２
年
か
ら
６

年
連
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加
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今
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は
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２
４
・
５
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の
参
加
率
で
３
年

連
続
、
５
度
目
の
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賞
受
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と
な

り
ま
し
た
。

　
渡
邉
理
事
長
は「
超
高
齢
化
社
会

の
中
、
こ
れ
か
ら
も
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治
体
の
先
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に
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っ
て
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ツ
の
習
慣
化

に
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進
し
て
ほ
し
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」と
激
励
し
、

櫻
井
村
長
は「
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の
３
連
覇
を
達
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で
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こ
と
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。
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と
え
に
住
民
の
努
力
と
近
隣
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ら

応
援
に
駆
け
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て
く
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た
方
々

の
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げ
。
５
月
の
最
終
水
曜
日

が
村
民
に
と
っ
て『
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ポ
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ツ
に
親

し
む
日
』と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を

願
う
」と
感
謝
と
今
後
の
展
望
を
語

り
ま
し
た
。

◆
各
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門
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優
等
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す
。
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オ
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（
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園
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高
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の
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入
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て
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、
今
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で
５
回
目
。
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中

は
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各
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穫
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、
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と
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が
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れ

し
い
」と
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ま
し
た
。
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、
新
郷
村
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者

追
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が
美
郷
館
で
行
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、
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70
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が
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の
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戦
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め
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福

を
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り
ま
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。

　
式
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で
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命

と
平
和
の
尊
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を
後
世
に
語
り

継
い
で
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と
が
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の

使
命
」と
述
べ
、
新
郷
村
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族

会
代
表
の
崩
光
雄
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は「
今
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の
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た
し
た
ち
の
生
活
は
、

英
霊
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
あ
る
。

戦
争
の
悲
惨
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を
絶
や
さ
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伝

え
て
い
か
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な
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な
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」

と
追
悼
の
言
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を
捧
げ
ま
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た
。

　
続
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、
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者
が
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を

献
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、
金
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の
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追
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唱
を
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、
嫁
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、
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の
叔
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の
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の
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に
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る
、
今
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し
に
感
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し
て

い
ま
す
。
健
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な
う
ち
は
、

遺
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と
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追
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式
な
ど
に

足
を
運
び
、
先
祖
の
御
霊
を

ま
つ
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て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

杉林京子さん
（上栃棚）

　
５
歳
の
時
に
戦
争
で
父
を

亡
く
し
ま
し
た
。
覚
え
て
い

る
の
は
、
肩
車
を
し
て
く
れ

た
父
の
姿
。
一
人
息
子
を
失
っ

た
祖
父
母
が
、
不
自
由
な
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よ
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に
と
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て
て
く
れ
ま
し
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が
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不
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に
思
う
こ
と
も
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り
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か
、
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が
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の
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お知らせ

と　き　平成29年９月13日（水）９時～16時
ところ　りんご研究所県南果樹部

三戸郡五戸町扇田字長下タ２  ℡ 0178－62－4111
行事内容

①圃場案内ツアー　13時出発（１時間程度）
おうとう「ジュノハート」、ぶどう「シャインマスカット」、
西洋なし「リーガル・レッド・コミス」について解説

②果樹試験圃場の公開（９時～16時）
③果樹栽培相談所の開設（10時～12時及び14時～16時）
（品種特性、栽培方法、病害虫防除等）

④主要成果の資料展示・果実の展示（９時～16時）
⑤所内生産物の販売（９時～、なくなり次第終了）

併設催事
①なし果実品評会（青森県なし振興協会主催）
②農業資材、地域農産物などの展示と販売

　「救急の日」は、救急医療関係者の意識を高めるとと
もに、救急医療や救急業務に対する国民の正しい理解と
認識を深めることを目的として厚生労働省によって定め
られ、「救急の日」を含む１週間を救急医療週間とし、全
国各地で応急手当の講習会を中心に様々な行事が開かれ
ています。
　皆さんは「心肺蘇生法」をご存じでしょうか。病気や
怪我で突然心臓が止まってしまった時、そこに居合わせ
た人が行うべき応急手当のことです。心肺蘇生法は特別
な医療器具や資格を必要とせず誰でも行うことができ、
これを行うことによって救命の確率は各段に上がります。
突然の心停止はいつどこで起こるか分からず、その場に
居合わせた皆さんの行動が重要になってきます。
　９月10日（日）は新郷村ファン感謝デーが開催されま
す。それにあわせて、西分遣所では、救命の知識につい
て多くの方々に知って頂きたいと考え、救急展を実施
することとなりました。心臓マッサージやＡＥＤ取扱い
方法の体験をはじめ、救急に関するさまざまなコーナー
を準備しております。まだ、体験したことがない方、
以前に救命講習会を受講して忘れてしまった方、興味の
ある方は西分遣所職員が分かりやすく指導、解説します
ので、是非お気軽にご参加ください。
実施日時　平成29年９月10日（日）８時30分～11時30分
実施場所　新郷村役場駐車場
実施内容　心肺蘇生法コーナー、応急処置コーナー
　　　　　救急車及び救急資器材展示コーナー、
　　　　　健康相談室等
※実施時間、場所については多少の変更をすること

があります。ご了承ください。
消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで  ℡ 78－2119

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆

９月９日は「救急の日」

日　時：平成29年10月27日（金）13時30分～17時
場　所：八戸ポータルミュージアム　はっち　シアター２
内　容：仕事にだって役に立つ！私らしさが輝く話法
講　師：池田　ふみ氏（一般社団法人日本経営協会所属講師）
対　象：20歳から49歳の女性で、次にあてはまる人

・八戸圏域（八戸市・三戸町・五戸町・田子町・
南部町・階上町・新郷村・おいらせ町）の事業
所等に勤務している人又は在住の人

　　※未就学児の託児あり。（要申込）
定　員：50人程度（先着順）
申込書：八戸市民連携推進課、八戸市庁本館・別館案内、

八戸市各公民館・各市民サービスセンター等で配布。
八戸市ホームページからもダウンロード可能。

申・問：９月１日（金）～９月27日（水）までに申込
事項を郵送、FAX、Ｅメール、電話又は
直接八戸市民連携推進課へ

※募集受付期間前の申込等は受け付けておりま
せんのでご注意ください。

TEL：0178－43－9217　FAX：0178－47－1485
Ｅメール：renkei@city.hachinohe.aomori.jp

　なお、会場の八戸ポータルミュージアムはっち
（八戸市三日町11－1）は、駐車場がありません。
　公共交通機関又は近隣の有料駐車場をご利用
くださるようお願いいたします。

女性チャレンジ講座「女子力向上
ぜみなーる」公開講座受講者募集

　総務省統計局（青森県・新郷村）では、10月１日
現在で就業構造基本調査を実施します。この調査
は、日本の就業・不就業の実態を明らかにする
ことを目的として、統計法に基づき実施する国
の重要な統計調査です。
　皆様により便利にご回答いただくため、パソ

コンやスマートフォン
を使って簡単に回答す
ることが可能となって
います。９月下旬から
調査員が調査をお願い
する世帯に伺いますの
で、調査の趣旨をご理解
いただきご回答をお願
いいたします。
問い合わせ
役場企画グループ
℡ 78－2111（内線202）

は西越財産区議会議員一般選挙の投票日です。
投票日時等
立候補予定者説明会：９月12日（火）
　　　　　　場所　西越地区公民館
告　示　日：９月26日（火）
期日前投票：９月27日（水）～30日（土）

場所　西越地区公民館　視聴覚室
投　票　日：10月１日（日）７時から19時
問い合わせ：新郷村選挙管理委員会

℡ 78－2111（内線158・250）

　ヒアリは、これまで日本では見つかっていませ
んでしたが、今年６月以降、各地で発見されてい
ます。もし、ヒアリのようなアリを見つけたら、
決して触らないでください。自分で駆除せず、
近くの地方環境事務所か都道府県の環境部局に
通報してください。
特徴　・赤茶色で体長は2.5㎜～6.0㎜ほど

・腹部に２つのこぶ
・お尻に毒針

もしも、ヒアリに刺されたら
　ヒアリであれば、刺された時に「熱い！」と
感じるような激しい痛みがあります。アレルギー
症状が重篤な場合は、アナフィラキシー症状を
引き起こす可能性もあります。アリに刺され
少しでも異常を感じたら、ただちに医療機関を
受診してください。
　ヒアリに関する情報は、環境省ホームページ
をご覧ください。
http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/fireant.html

ヒアリ（火蟻）に注意

　農業者年金制度は農業者の老後生活の安定と福祉の向上を図ることを目的とした制度です。税制面での優遇措置や一定の
要件を満たす方には国から保険料補助があるなど、農業者だけが利用できるメリットの多い安心な制度となっています。

～農業者年金に加入しましょう～

■少子高齢化時代に強い年金です
・積立方式です。自分で積み立てた保険料は、将来、自分のため

の年金となります。
・年金額が加入者・受給者の数に影響されない安定した年金です。
■農業に従事する方は、誰でも加入できます

　以下の要件をすべて満たす方であれば、誰でも加入できます。
農地を持っていない農業者や家族従事者も加入できます。脱退も
自由です。
・60歳未満の方　　・国民年金第１号被保険者
・年間60日以上農業に従事する方
■保険料は自由に選択できます
・月額20,000円から67,000円の間で、1,000円単位で自由に決め

られます。
・保険料の額は自由に設定でき、いつでも見直すことができます。

■税制面での優遇措置があります
・支払った保険料は、全額社会保険料控除（所得控除）の対象に

なります。
・受け取った年金は、公的年金等控除の対象になります。
■80歳までの保証が付いた終身年金です
・年金は終身支給されます。
・仮に加入者、受給者が80歳前に亡くなった場合でも、死亡した翌
月から80歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金を予定
利率で割り戻した額が、死亡一時金として遺族に支給されます。

■認定農業者など担い手には、保険料の国庫補助があります
・認定農業者、青色申告者など一定の要件を満たす担い手は、

保険料（月額２万円）の２割、３割又は５割の国庫補助（政策支
援）を受けることができます。

・政策支援を受けている間は、保険料は一律20,000円です。

問い合わせ　新郷村農業委員会　TEL 78－2111（内線701）　FAX 78－2118　E-mail：nogyo@vill.shingo.lg.jp

　10月１日は法の日です。日常生活での困りごと
や法律上の悩みについて司法書士が無料で相談に
応じます。下記のとおり面談での相談に応じます
ので、お気軽にお尋ねください。
主　　催　青森県司法書士会
相談内容　相続・登記・成年後見・多重債務・
　　　　　裁判所提出書類作成等
受　　付　当日先着順
◆十和田会場　９月30日（土）10時～15時（面談相談）
　会 場 名　東奥日報社十和田支局　２階「会議室」
　住　　所　〒034－0082  十和田市西二番町７－２
　なお、相談は無料ですが具体的な手続が必要になる
場合には、別途費用がかかりますので相談員にご確認
ください。また、上記日時以外でも青森県司法書士会
総合相談センター（℡ 0120－940－230）へご連絡いただ
けると、無料相談のご予約を承っております。
本件についての問い合わせ　青森県司法書士会
　青森市長島３－５－16　℡ 017－776－8398

（地独）青森県産業技術センターりんご研究所

○支給対象者となる方
　平成27年４月１日（基準日）において、「恩給法
による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援
護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の
妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先
順位のご遺族お一人に支給します。
　支給対象者は、戦没者等の死亡当時のご遺族で
１．平成27年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等

援護法による特別弔慰金の受給権を取得した方
２．戦没者等の子
３．戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件

を満たしているかどうかにより、順番が入れ替わります。
４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪）
　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の

生計関係を有していた方に限ります。
○支給内容　額面25万円、５年償還の記名国債
○請求期間　平成30年４月２日（月）まで
（請求期間を過ぎると第10回特別弔慰金を受けること
ができなくなりますので、ご注意ください。）

○問い合わせ　役場厚生グループ　℡ 61－7555

県南果樹部参観デー

（ ）

「法の日 司法書士無料法律相談会」

　スチール缶の集団回収を実施している団体へ
支援をしています。
目　　的：地域コミュニティー活性化・住民の環境

意識の向上及び社会的コスト削減等循環
型社会の構築に寄与するため

対　　象：町内会・老人会・子ども会・婦人会・ＰＴＡ・
商店会等地域における非営利の民間団体

支援団体数：100団体以内
支援内容：感謝状及び５千円～２万５千円のクオカード／団体
応募方法：スチール缶リサイクル協会ホームページ

より、応募用紙をダウンロードして記入
提出。支援は最大３回までとさせていた
だきます。４回目の応募は受け付けてい
ませんのでご了承ください。

応募期間：2017年６月１日（木）～12月29日（金）（必着）
応 募 者：団体の代表者
問い合わせ：スチール缶リサイクル協会

ＴＥＬ：03－5550－9431 ＦＡＸ：03－5550－9435
ＵＲＬ：http://www.steelcan.jp

スチール缶リサイクル協会からのお知らせ

いけ だ

戦没者等のご遺族に対する第10回特別弔慰金の支給について

第10回特別弔慰金の請求期限が近づいています
平成30年４月２日までに、ご請求ください。

10 月 1 日（日）

就業構造基本調査のお願い

西越財産区議会議員一般選挙のおしらせ

総務省統計局
青森県・新郷村
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お知らせ

と　き　平成29年９月13日（水）９時～16時
ところ　りんご研究所県南果樹部

三戸郡五戸町扇田字長下タ２  ℡ 0178－62－4111
行事内容

①圃場案内ツアー　13時出発（１時間程度）
おうとう「ジュノハート」、ぶどう「シャインマスカット」、
西洋なし「リーガル・レッド・コミス」について解説

②果樹試験圃場の公開（９時～16時）
③果樹栽培相談所の開設（10時～12時及び14時～16時）
（品種特性、栽培方法、病害虫防除等）

④主要成果の資料展示・果実の展示（９時～16時）
⑤所内生産物の販売（９時～、なくなり次第終了）

併設催事
①なし果実品評会（青森県なし振興協会主催）
②農業資材、地域農産物などの展示と販売

　「救急の日」は、救急医療関係者の意識を高めるとと
もに、救急医療や救急業務に対する国民の正しい理解と
認識を深めることを目的として厚生労働省によって定め
られ、「救急の日」を含む１週間を救急医療週間とし、全
国各地で応急手当の講習会を中心に様々な行事が開かれ
ています。
　皆さんは「心肺蘇生法」をご存じでしょうか。病気や
怪我で突然心臓が止まってしまった時、そこに居合わせ
た人が行うべき応急手当のことです。心肺蘇生法は特別
な医療器具や資格を必要とせず誰でも行うことができ、
これを行うことによって救命の確率は各段に上がります。
突然の心停止はいつどこで起こるか分からず、その場に
居合わせた皆さんの行動が重要になってきます。
　９月10日（日）は新郷村ファン感謝デーが開催されま
す。それにあわせて、西分遣所では、救命の知識につい
て多くの方々に知って頂きたいと考え、救急展を実施
することとなりました。心臓マッサージやＡＥＤ取扱い
方法の体験をはじめ、救急に関するさまざまなコーナー
を準備しております。まだ、体験したことがない方、
以前に救命講習会を受講して忘れてしまった方、興味の
ある方は西分遣所職員が分かりやすく指導、解説します
ので、是非お気軽にご参加ください。
実施日時　平成29年９月10日（日）８時30分～11時30分
実施場所　新郷村役場駐車場
実施内容　心肺蘇生法コーナー、応急処置コーナー
　　　　　救急車及び救急資器材展示コーナー、
　　　　　健康相談室等
※実施時間、場所については多少の変更をすること

があります。ご了承ください。
消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所まで  ℡ 78－2119

しょうぼう情報
◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆

９月９日は「救急の日」

日　時：平成29年10月27日（金）13時30分～17時
場　所：八戸ポータルミュージアム　はっち　シアター２
内　容：仕事にだって役に立つ！私らしさが輝く話法
講　師：池田　ふみ氏（一般社団法人日本経営協会所属講師）
対　象：20歳から49歳の女性で、次にあてはまる人

・八戸圏域（八戸市・三戸町・五戸町・田子町・
南部町・階上町・新郷村・おいらせ町）の事業
所等に勤務している人又は在住の人

　　※未就学児の託児あり。（要申込）
定　員：50人程度（先着順）
申込書：八戸市民連携推進課、八戸市庁本館・別館案内、

八戸市各公民館・各市民サービスセンター等で配布。
八戸市ホームページからもダウンロード可能。

申・問：９月１日（金）～９月27日（水）までに申込
事項を郵送、FAX、Ｅメール、電話又は
直接八戸市民連携推進課へ

※募集受付期間前の申込等は受け付けておりま
せんのでご注意ください。

TEL：0178－43－9217　FAX：0178－47－1485
Ｅメール：renkei@city.hachinohe.aomori.jp

　なお、会場の八戸ポータルミュージアムはっち
（八戸市三日町11－1）は、駐車場がありません。
　公共交通機関又は近隣の有料駐車場をご利用
くださるようお願いいたします。

女性チャレンジ講座「女子力向上
ぜみなーる」公開講座受講者募集

　総務省統計局（青森県・新郷村）では、10月１日
現在で就業構造基本調査を実施します。この調査
は、日本の就業・不就業の実態を明らかにする
ことを目的として、統計法に基づき実施する国
の重要な統計調査です。
　皆様により便利にご回答いただくため、パソ

コンやスマートフォン
を使って簡単に回答す
ることが可能となって
います。９月下旬から
調査員が調査をお願い
する世帯に伺いますの
で、調査の趣旨をご理解
いただきご回答をお願
いいたします。
問い合わせ
役場企画グループ
℡ 78－2111（内線202）

は西越財産区議会議員一般選挙の投票日です。
投票日時等
立候補予定者説明会：９月12日（火）
　　　　　　場所　西越地区公民館
告　示　日：９月26日（火）
期日前投票：９月27日（水）～30日（土）

場所　西越地区公民館　視聴覚室
投　票　日：10月１日（日）７時から19時
問い合わせ：新郷村選挙管理委員会

℡ 78－2111（内線158・250）

　ヒアリは、これまで日本では見つかっていませ
んでしたが、今年６月以降、各地で発見されてい
ます。もし、ヒアリのようなアリを見つけたら、
決して触らないでください。自分で駆除せず、
近くの地方環境事務所か都道府県の環境部局に
通報してください。
特徴　・赤茶色で体長は2.5㎜～6.0㎜ほど

・腹部に２つのこぶ
・お尻に毒針

もしも、ヒアリに刺されたら
　ヒアリであれば、刺された時に「熱い！」と
感じるような激しい痛みがあります。アレルギー
症状が重篤な場合は、アナフィラキシー症状を
引き起こす可能性もあります。アリに刺され
少しでも異常を感じたら、ただちに医療機関を
受診してください。
　ヒアリに関する情報は、環境省ホームページ
をご覧ください。
http://www.env.go.jp/nature/dobutsu/fireant.html

ヒアリ（火蟻）に注意

　農業者年金制度は農業者の老後生活の安定と福祉の向上を図ることを目的とした制度です。税制面での優遇措置や一定の
要件を満たす方には国から保険料補助があるなど、農業者だけが利用できるメリットの多い安心な制度となっています。

～農業者年金に加入しましょう～

■少子高齢化時代に強い年金です
・積立方式です。自分で積み立てた保険料は、将来、自分のため

の年金となります。
・年金額が加入者・受給者の数に影響されない安定した年金です。
■農業に従事する方は、誰でも加入できます

　以下の要件をすべて満たす方であれば、誰でも加入できます。
農地を持っていない農業者や家族従事者も加入できます。脱退も
自由です。
・60歳未満の方　　・国民年金第１号被保険者
・年間60日以上農業に従事する方
■保険料は自由に選択できます
・月額20,000円から67,000円の間で、1,000円単位で自由に決め

られます。
・保険料の額は自由に設定でき、いつでも見直すことができます。

■税制面での優遇措置があります
・支払った保険料は、全額社会保険料控除（所得控除）の対象に

なります。
・受け取った年金は、公的年金等控除の対象になります。
■80歳までの保証が付いた終身年金です
・年金は終身支給されます。
・仮に加入者、受給者が80歳前に亡くなった場合でも、死亡した翌
月から80歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金を予定
利率で割り戻した額が、死亡一時金として遺族に支給されます。

■認定農業者など担い手には、保険料の国庫補助があります
・認定農業者、青色申告者など一定の要件を満たす担い手は、

保険料（月額２万円）の２割、３割又は５割の国庫補助（政策支
援）を受けることができます。

・政策支援を受けている間は、保険料は一律20,000円です。

問い合わせ　新郷村農業委員会　TEL 78－2111（内線701）　FAX 78－2118　E-mail：nogyo@vill.shingo.lg.jp

　10月１日は法の日です。日常生活での困りごと
や法律上の悩みについて司法書士が無料で相談に
応じます。下記のとおり面談での相談に応じます
ので、お気軽にお尋ねください。
主　　催　青森県司法書士会
相談内容　相続・登記・成年後見・多重債務・
　　　　　裁判所提出書類作成等
受　　付　当日先着順
◆十和田会場　９月30日（土）10時～15時（面談相談）
　会 場 名　東奥日報社十和田支局　２階「会議室」
　住　　所　〒034－0082  十和田市西二番町７－２
　なお、相談は無料ですが具体的な手続が必要になる
場合には、別途費用がかかりますので相談員にご確認
ください。また、上記日時以外でも青森県司法書士会
総合相談センター（℡ 0120－940－230）へご連絡いただ
けると、無料相談のご予約を承っております。
本件についての問い合わせ　青森県司法書士会
　青森市長島３－５－16　℡ 017－776－8398

（地独）青森県産業技術センターりんご研究所

○支給対象者となる方
　平成27年４月１日（基準日）において、「恩給法
による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援
護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の
妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先
順位のご遺族お一人に支給します。
　支給対象者は、戦没者等の死亡当時のご遺族で
１．平成27年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等

援護法による特別弔慰金の受給権を取得した方
２．戦没者等の子
３．戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件

を満たしているかどうかにより、順番が入れ替わります。
４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪）
　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の

生計関係を有していた方に限ります。
○支給内容　額面25万円、５年償還の記名国債
○請求期間　平成30年４月２日（月）まで
（請求期間を過ぎると第10回特別弔慰金を受けること
ができなくなりますので、ご注意ください。）

○問い合わせ　役場厚生グループ　℡ 61－7555

県南果樹部参観デー

（ ）

「法の日 司法書士無料法律相談会」

　スチール缶の集団回収を実施している団体へ
支援をしています。
目　　的：地域コミュニティー活性化・住民の環境

意識の向上及び社会的コスト削減等循環
型社会の構築に寄与するため

対　　象：町内会・老人会・子ども会・婦人会・ＰＴＡ・
商店会等地域における非営利の民間団体

支援団体数：100団体以内
支援内容：感謝状及び５千円～２万５千円のクオカード／団体
応募方法：スチール缶リサイクル協会ホームページ

より、応募用紙をダウンロードして記入
提出。支援は最大３回までとさせていた
だきます。４回目の応募は受け付けてい
ませんのでご了承ください。

応募期間：2017年６月１日（木）～12月29日（金）（必着）
応 募 者：団体の代表者
問い合わせ：スチール缶リサイクル協会

ＴＥＬ：03－5550－9431 ＦＡＸ：03－5550－9435
ＵＲＬ：http://www.steelcan.jp

スチール缶リサイクル協会からのお知らせ

いけ だ

戦没者等のご遺族に対する第10回特別弔慰金の支給について

第10回特別弔慰金の請求期限が近づいています
平成30年４月２日までに、ご請求ください。

10 月 1 日（日）

就業構造基本調査のお願い

西越財産区議会議員一般選挙のおしらせ

総務省統計局
青森県・新郷村



皆さんの応援を
よろしくお願いします！！
皆さんの応援を

よろしくお願いします！！
～健脚でつなげ郷土の和と心～

村の部に出場し、ピンク色の「40」
と書かれたゼッケンが新郷村です。
選手の熱い走りに期待しましょう！

出場選手 ※選手は当日変更になる可能性があります

選　手　団

日時：９月３日（日）
12時スタート

（県観光物産館アスパム前）

長　峯　　　魁
長　峯　　　源
福　山　一　煌
福　山　　　修
青　山　桃　果
横　道　万　葉
湯　沢　紗也加
永　野　海　幸
長　根　沙　良

村　上　雄　哉
日　向　洸　介
石ケ守　直　希
福　山　泰　誠
鹿　島　大　聖
戸　田　悠　仁
佐　藤　邑　磨
工　藤　咲　吾
横　沢　亮　太

監　　　督

﨑　　　幸　吉

第25回
青森県民駅伝競走大会

９月 サファイア（青石）
̶ 徳望・誠実 ̶

男　1,278人（＋２人）
女　1,332人（－５人）
計　2,610人（－３人）
世帯数951世帯（＋１世帯）
（平成29年７月末現在）

12月

ながつき
September長 月

人 の 動 き

む ら の ガイド
平成29年

誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１７年９月
行　　事　　等日 曜
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13

14

15

17
22
24
25

26

29

金

日
月
火
木

金

日
月

火

水

木

金

日
金
日
月

火

金

資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
３歳児健診
４歳児健診
粗大ごみ収集受付（～８日）
第25回　青森県民駅伝競走大会
新郷温泉館休館日
特定健診
特定健診（～８日）
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
人権相談所（相談室 9：00～12：00）
新郷村ファン感謝デー
新郷温泉館休館日
特定健診
新郷村敬老会
行政相談（相談室 13：00～15：00）
障がい者出張相談

（総合福祉センター 10：00～12：00）
母と子の栄養教室
乳幼児健康相談
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日
第420回　子ども会親子早起き掃除
燃えないごみ収集日
第52回　新郷村民体育大会
新郷温泉館休館日

「くらし」と「しごと」無料相談会
（総合福祉センター　13：00～16：00）
狂犬病予防注射・登録

みんなで支える国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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長　峯　奨　真くん
Ｈ28・５・４生
（地区）戸来
（パパ）貴弘
（ママ）祥恵
パパとママのねがい
いつもニコニコ周りをhappyに
してくれるしょうま。お姉ちゃん
と仲良く元気に大きくなってね。

なが みね ましょう

たかひろ

さき え

8広報　　　　　　H29．8月号


